
令和 ８年 5月 29日 

豊島区立南池袋小学校                        

統括校長  佐藤 洋士 

 

                      

                        

                       

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ梅雨の季節です。これから夏にかけて気温も湿度も高くなり、蒸し暑く過ご

しにくい日が増えてきます。特にこの時期からは食中毒の発生が多くなります。衛生

には十分注意し、しっかり食事、しっかり運動、そしてしっかり睡眠を心がけ、元気に

過ごすようにしてください。 

 

 



参考文献：食育フォーラム・食育ブック 

ています。「食事」は、ただ単純に食欲を満たすだけのものではあり

ません。なりたい自分に近づき、最高のパフォーマンスを発揮する

ためには欠かせない土台であり、「根っこ」なのです。 

私たちの健康な心と体をつくる大事なこの「食事」について、 

今一度、見直してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 南池小の給食の主な取組 】 

成長期である小学生は、体が作られていく大切な時期です。南池小では、皆さんの健康を考えた

栄養ある給食を通して、食べる楽しみを大切にしながら食に関する様々な知識を深められるように、

主に以下の取組を行っています。 

① 季節の訪れを楽しむ四季折々の給食：四季のある日本の伝統的な食文化を伝える。 

（入学祝い・八十八夜・端午の節句・入梅・七夕・重陽・十五夜・文化の日・冬至・鏡開き・節分・ 

桃の節句・卒業祝いなど） 

② 健康に着目した給食：食事を通して、自分の健康を考える。 

（歯の健康週間・夏バテ防止・いい歯の日・目の愛護デーなど）  

③ 飲み物リクエスト給食：自分で選ぶことで、食べものに関心をもち、適切に選択する力を付ける。 

④ リクエスト給食：今までの給食を振り返るとともに、食への興味・関心を高める。 

⑤ 食育給食：毎月１９日の食育の日に、日本各地の郷土料理を提供し、日本の食文化を伝える。 

⑥ 和食給食・宮城米の日（豊島区共通実施事業）：和食給食は和食の基本であるだしを味わい、 

宮城米の日は新米を味わう日として実施する。 

⑦ おはなしランチ：本に登場する様々な料理を給食で再現し、本への親しみを持たせる。 

⑧ 全国学校給食週間：昔の給食を再現し、学校給食の変容を伝えると共に知識と理解を深める。 

    

 

 

 

 

子どものうちから、健全な食生活を送ることは、生涯にわたって健

やかな心と体を培い、豊かな人間性を育む基礎となります。 

「早寝・早起き・朝ごはん」は、毎日の生活リズムを確立し、健康

に過ごすためにとても大切な生活習慣です。 

今や世界で活躍するトップアスリートたちは、練習と並び「食事」をとても大切にし 


